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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 唐宋期越窯系青磁の研究

 学位申請者  盧  柔 君 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授   高 橋 照 彦 

  副査 大阪大学教授   福 永 伸 哉 

  副査 大阪大学教授   藤 岡  穣 

【論文内容の要旨】 

 陶磁器生産において、中国は言うまでもなく世界的にみても早くに卓越した技術的発展を遂げた地域であり、

とりわけ晩唐期、９世紀以降には、朝鮮半島や日本列島をはじめ東南アジアからさらに広く西方へと中国産の陶

磁器がもたらされている。そのような晩唐期から北宋代初めにかけての初期の貿易陶磁器を生産した窯場として

は、現在の中国浙江省の東北部に位置する、いわゆる越窯（越州窯）が最も著名である。 

 本論文では、上林湖窯をはじめとする越窯の中心地とその周辺で生産された類似する一群の青磁類（「越窯系青

磁」と総称）を主な対象として、その生産が盛んであった晩唐前後から五代十国期（呉越）、さらに北宋の初期段

階頃の時期に焦点を当て、その生産と流通の実態と特質などを明らかにしようとしている。本論文は、全体が 11

章から構成されており、分量では 400字詰原稿用紙換算 440枚、図は 87枚、表は 50枚となっている。 

 まず第一章の序論において、越窯系青磁を含む初期貿易陶磁器の定義や全体的な様相などを確認し、第二章で

は初期貿易陶磁器の研究史と課題を整理した。第三章では越窯系青磁の問題に絞り、なかでも青磁の分類方法を

めぐる既往の研究の再検討を試みた。これまでは、産地差を識別する目的で胎土の分類を重視していたり、時期

的な変遷が見いだされる高台などの要素を重視したりしてきたが、機能の上で使用者にとって最も注目されるは

ずの全体形状が十分に整理されていない点を問題視した。 

 第四章では、青磁の新たな分類の基準設定方針を述べ、共通の指標により大・中・小分類という形で階層化す

ることによって網羅的な形状の分類が可能になることを主張した。第五章・第六章では、越窯系青磁の椀類と皿

類のそれぞれについて、窯跡出土品などを主な基準資料にして具体的に新分類を詳述するとともに、口径・底径・

器高や体部の傾斜度などの計測値をグラフで示すことによって、新分類の適切さを確認する作業も行った。さら

に第七章では、紀年銘資料を有する中国各地の墓からの出土品を集成することにより、それぞれの分類の年代観

について論じた。これらの検討によって、越窯系青磁の新たな分類と編年の案が示されたことになる。 

 続く第八章では、分類された碗皿類をいくつかの要素から横断的に比較検討を試みている。具体的には、口縁

部に変形を加える輪花技法、刻線などによる体部の装飾文様、底部にのこされた窯詰めの際の道具痕（目跡）な

どに注目することによって、異なる形状の碗皿類に生産コストの差が生じていることを導き出した。その差違は

中国内での墓においても被葬者の階層差などと対応し、品質の差が実質を伴う点も明らかにした。 



 さらに第九・十章では、越窯系青磁類の流通に関するケース・スタディーとして日本での消費状況の検討を試

みた。とりわけ、平安京内と大宰府条坊内における出土データを詳細に集成し、上記の分類・編年案を適用する

とともに、出土地点の性格との連関、流入量や伝世期間の時期別変遷などを追究した。 

 最後の第十一章では、主に第九・十章の成果をふまえ、最も高級ともいえる器形が日本にはあまりもたらされ

ていないこと、茶碗に相当する器形をより好んで受容していることなど、日本側での選択の様相とその背景を論

じた。そして、従来は中国側が主導的に輸出品目を設定したという意見もあったが、むしろ輸入側の独自性を重

視すべきだと主張し、貿易陶磁を通して経済・政治・文化などの諸側面にも論及した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、越窯系青磁の碗皿類を網羅的に分類しなおして新たな試案を提示し、これまで細かな検討が行われ

ていなかった数値的なデータをもとに再整理したことは、基礎的な成果として評価できる。また、中国での紀年

墓などの集成に基づき、これまでよりも細密に編年案を示したことも、貴重な研究内容となっている。加えて、

文様をはじめとする装飾の技法や焼成時の技術の痕跡などを比較検討することにより、碗皿類の中に品質の差違

が存在することを明確化したことも、分析視角の上で意義深いものである。 

 さらに本論文の後半では、日本での出土例から製品流通の実態を追究しているが、平安京や大宰府地域を対象

地域にして流入・消費の様相がかなり具体的に明らかになったことも重要な成果である。消費された地点の性格

差によって、優品の多寡や多様性の有無などの差違が読みとれる点、青磁の日本への輸出量が時期的に変遷する

点、青磁の製作時期と廃棄時期の差から使用期間を推算し、形態分類差による扱われ方の差違なども抽出できる

点などが明らかとなり、これまでの諸研究に修正を迫っている。 

 もちろん残された課題もあり、個別事実を統合する形で越窯系青磁の生産と流通の歴史的背景について説明付

ける上では検討が不足している。また、平安京・大宰府以外の日本の各地や日本以外の諸地域を含めた考察、碗

皿類以外に壺類をはじめ特殊器種も対象とする検証など、確固とした結論に導くために深めるべき課題である。 

 そのような課題は残るものの、視角的な新しさやその方法論、集成に基づく個別の成果などについては研究の

意義が高いものであり、今後の越窯系青磁研究の指針ともなりうるものである。よって、本論文を博士（文学）

の学位にふさわしいものと認定する。 


